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雨の中、ＪＲ和歌山駅頭で各界推進委員多数が参加！ 
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加した推進委員全員が、新たに調製

された所属団体名入りのタスキをつ 

け雨の中、広報活動に汗を流した。 

 広報活動終了後の午前8時10分 

より“わかちか広場”において宮本

犯罪予防部会長の司会進行で恒例の

メッセージ伝達式が行なわれた。 

伊藤観察所長の開会の言葉で開会

され、今年は 桂 枝曾丸・社明大使

より「総理大臣メッセージ」を県知 

  

事代理（栗山環境生活部長）に。県

知事メッセージは尾花和歌山市長に

それぞれ手渡された。 

挨拶には高森和歌山地方検察庁検

事正、県・市社明推進委員長の県知

事（栗山部長）並びに尾花和歌山市

長の三氏が立ち、参加者は最後まで

聞き入っていた。 

 県・市推進委員会副委員長の小西

和歌山県保護司会連合会会長の閉会

挨拶で8時50分に終了した。 

参加者総数は228名であった。 

 

去る 7 月 1 日、午前 7 時 30 分よ 

りＪＲ和歌山駅頭において第65回

の社会を明るくする運動の街頭広報

活動が実施された。 

今回から、久しく行なわれていな

かった県市合同での開催となり、参 

 



 

 

  

 

 写真１：総理大臣メッセージを受ける県知事代理  写真２：開会の言葉を述べる伊藤観察所長 写真３：挨拶を述べる高森検事正  

 

 

 

 

メッセージ伝達式 

 

  
 

去る7月9日（木）、台風 9 号・

10号・11号の動きも定まらぬ中、 

梅雨の晴れ間に恵まれ、若宮八幡神

社様のご好意により会を開催するこ

とができました。 

 当日は、更生保護女性会より26

名・民生委員会より10名・保護司

会より16名、計52名の出席をい

ただきました。 

和歌山保護観察所倉谷企画調整課

長様の「更生保護の心」と題した講

演をお聞きしました。 

最初に『再犯防止のために～』と

いう十数分ほどのビデオを鑑賞した

後、約 40 分にわたり更生保護につ

いて「地域のチカラ」「おかえりの

心」「仕事を通じて得る地域の絆」

等々の項目について、講師の幼少の

頃の思い出話や、10 数年間飼って

いた愛犬の死にまつわる話なども交

え、参加された皆さまにも、“ある

ある”の心持で聴き入り、和やかな

雰囲気の内にミニ集会は閉会となり

ました。 

出席いただいた皆さま、本当にあ 

りがとうございました。(支部事務局) 

 

 

 

 



 

  

 

 

｢特殊詐欺の現状と防止対策について｣  

宮前小学校育友会主催の「みやま

えまつり」に地区保護司・更生保護

女性会らが、社会を明るくする運動

について、また、民生・児童委員会

は生活困窮者支援法への理解と協力 

を求めて啓発活動を実施しました。 

 当日の祭りへの参加者は、主催者

発表で９００名以上とのこと。大変

な賑わいで、啓発活動で用意した支

部購入の啓発物品（うちわ・ボール

ペン・啓発リーフレット・ウエット

ティッシュ）は、瞬く間に配付終了

となりました。 

配付終了後、祭り会場の安全パト

ロールと校内見回りに汗を流した。

活動に参加したのは、保護司１３名

更生保護女性会会員１０名・民生委

員２５名・その他５名でした。 

 なお、ＪＲ及び私鉄沿線各駅頭に

おいても、地区担当保護司らが啓発

活動を展開しました。 
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7月 14日(火)午後 2時より南支

部恒例の社明月間の講演会をおこな

った。今回は、和歌山西警察署生活

安全課長の加藤志保様を講師にお迎

えし「特殊詐欺の現状と防止策につ

いて」の演題で講演をいただいた。 

生活安全課初の女性課長さん、そ

して若くて美人ということで、猛暑

の中にもかかわらず各校区から8０

名近くの方に出席いただいた。 

参加いただいた皆さまは、”身近

なこと、いつ自分に起きるかわから

い耳を傾けていた。 

あああああああああああああああ
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ない自分の問題“として受け止めメ

モ等をとられ、熱心に聴いてくださ

った。被害に遭わないように、しっ

かり学習しておこうという風な熱気

を感じました。 

を感じた。体験からの具体的なお話

であり、強い説得力があった。 

 1 時間余りの学習をされた多くの

方は、満足げな足取りで会場を後に

された。 （犯罪予防部長・杉谷 記） 

 

「みやまえまつり」他で 
啓発活動に汗流す!! 

 

７月３０日午後６時より１時間、

伊太祁曽神社において恒例の社明啓

発活動を実施しました。参加者は担

当地区保護司６名、更生保護女性会

会員１０名、他１名（元保護司）の

１７名でした。（東支部・小西 記） 

▲伊太祁曽神社の活動に参加した皆さま

ま 

 北支部では、社明運動行事の一つ 

として７月１８日１１時からパーム

シティで、支部保護司２９人が参加

し、買い物客に対し、うちわ・ティ

ッシュ等を配付して「社会を明るく

する運動」の広報活動をしました。 

 前日までは、台風の余波で雨が降

ったりしたのですが、この日は天候

が回復し、暑い中で文字通り広報活

動に汗を流しました。 

 

 

▲活動を終えて・・全員集合、お疲れさま！

ま！ 

ミニ集会も開催 

しました・・・。 

７月２９日午後１時３０分 

から湊文化会館で湊地区保護司主催

のミニ集会が開催されました。 

当日は非常な暑さの中、一般の方

３９人を含め７０人の参加があり、 

和歌山保護観察所・倉谷課長の講話

「更生保護の移り変わり」に聞き入

り、盛会のうちに終了しました。 

       （北支部・宮本 記） 
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新任保護司研修も終了  
意欲溢れる七人の方が仲間に！  
 
平成２７年３月と６月に新任保護司の委嘱が行なわれ7名の新任保護司

が誕生しました。これにより、和歌山保護司会の会員総数は２０３名、

充足率は９６．２％（平成 27 年 6 月 13 日現在）となりました。 

  

 
 

 

 

 

  

 

   

   

皆さまよろしく 

お願い致します。 

 

  
 

   

 行事「お知らせ」掲示板 

②平成２７年度和歌山保護司会 

合同自主研修会（体験発表） 

・と き：１１月８日(日)13：30～ 

・ところ：和歌山中央コミセン 

③ふれあい人権フェスタ２０１５ 
  映画上映会 
 ・と き：１１月１４日（土) 

・ところ：ビッグホエール 軽運動場 

サポートセンター 

からの 

お知らせとお願い 

月に２回・休日開館してい

ます。(原則：第２・第４日曜日) 

対象者等との面談や支部行事

等で利用を希望される方は、

遠慮なくお申し出ください。 

開館曜日・時間等について

は、可能な限りご要望にお応 

え致します。 
 


